
日
本
フ
ォ
ト
ケ
ミ
カ
ル

　
日
本
フ
ォ
ト
ケ
ミ
カ
ル
は
低
価

格
の
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
用
の
サ
ー

マ
ル
Ｃ
Ｔ
Ｐ
版
で
ポ
ジ
タ
イ
プ
の

刷
版
「
Ｘ
Ｒ

」
と
、
通
常
印
刷

と
同
様
の
刷
出
で
機
上
現
像
を
完

了
で
き
る
ネ
ガ
タ
イ
プ
の
刷
版

「
Ｘ
Ｒ

」
を
展
示
す
る
。

　
Ｘ
Ｒ

の
刷
版
サ
イ
ズ
は
最
大

１
０
３
０

×
８
０
０

で
、

最
小
は
６
５
０

×
５
５
０

。
他
サ
イ
ズ
は
オ
プ
シ
ョ
ン
で

対
応
で
き
る
。
感
度
は
１
平
方

当
た
り
１
０
０

―
１
２
０

。
Ｘ
Ｒ

は
最
大
１
０
３
０

×
８
０
０

、
最
小
６
５
０

×
５
５
０

。
感
度
は
１
平
方

当
た
り
１
１
０

―
１
３
５

。
ど
ち
ら
も
版
厚
は
０
・

。

　
同
社
は
環
境
保
全
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
Ｘ
Ｒ

は
環
境
保

護
印
刷
推
進
協
議
会
が
定
め
た

「
ク
リ
オ
ネ
認
証
ス
テ
ー
タ
ス
登

録
基
準
」
で
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ス
認

定
を
受
け
て
い
る
。

ホ
リ
ゾ
ン

　
ホ
リ
ゾ
ン
は
デ
ジ
タ
ル
化
時
代

に
向
け
た
要
素
と
し
て
「
多
品
種

少
量
生
産
の
実
現
」
「
立
ち
上
が

り
の
早
さ
」
「
や
さ
し
い
操
作

性
」
「
極
端
な
全
自
動
機
を
狙
わ

な
い
」
「
省
ス
ペ
ー
ス
」
「
ユ
ー

ザ
ー
の
手
法
へ
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

な
対
応
」
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
を

基
本
に
「
仕
組
み
か
ら
考
え
る
ポ

ス
ト
プ
レ
ス
」
を
提
案
、
加
工
の

効
率
化
を
実
現
す
る
。

　
会
場
で
は
具
体
的
に
活
用
可
能

な
機
器
と
し
て
、
ロ
ー
ル
紙
か
ら

書
籍
製
本
ま
で
の
「
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ

　
Ｂ
ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ

ｅ
ｍ
」
や
中
綴
じ
で
仕
上
げ
る

「
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
　
Ｓ
ｔ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ

ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
」
を
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
紹
介
。
そ

の
他
少
量
生
産
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
Ｐ
Ｕ
Ｒ
製
本
機
や
ロ
ー
タ
リ

ー
ダ
イ
カ
ッ
タ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
・

オ
フ
セ
ッ
ト
両
方
に
対
応
可
能
な

中
綴
じ
製
本
機
な
ど
、
多
数
を
そ

ろ
え
て
い
る
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

宮腰　巖印刷機材団体協議会会長 新たな付加価値の創出を

　
印
刷
機
材
団
体
協
議
会
は

月
２
日
か
ら
５
日
ま
で
の
４
日

間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

「
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｓ
２
０
１
３
」
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
当
協
議
会
で

は
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
お
よ
び
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｓ

を
２
年
間
隔
で
交
互
に
開
催
し

て
お
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｓ
２

０
１
３
は
、
国
内
お
よ
び
ア
ジ

ア
を
対
象
と
し
た
国
際
展
示
会

で
あ
り
、
今
回
が
４
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
Ｐ
ｒ
ｉ

ｎ
ｔ
＋
α
　
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ

ア
の
新
た
な
挑
戦
！
」
で
す
。

印
刷
業
界
は
厳
し
い
経
済
状
況

と
、
Ｉ
Ｔ
の
革
新
お
よ
び
電
子

メ
デ
ィ
ア
の
台
頭
な
ど
激
し
い

環
境
変
化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
従
来
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
「
＋

α
」

付
加
価
値

を
創
出
し

て
い
く
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い

る
と
い
う
意
味
で
こ
の
テ
ー
マ

と
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
印
刷
技
術
の
革

新
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
進

化
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対

応
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

な
ど
に
よ
る
「
＋
α
」
を
目
指

し
、
新
た
な
挑
戦
を
し
続
け
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
ま

た
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｓ
２
０
１
３
で
は
こ

の
よ
う
な
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア

の
新
た
な
挑
戦
を
全
世
界
に
発

信
す
る
た
め
、
従
来
の
印
刷

機
材
展

に
と
ど
ま
ら
な
い

さ
ま
ざ
ま
な
「
＋
α
」
を
企
画

・
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
主
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
＋

Ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
、
＋
Ｔ
ｏ
ｕ

ｒ
、
＋
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
、
＋
Ｌ
ｉ
ｖ

ｅ
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ
が
あ
り
ま

す
。
＋
Ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
は
、

デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
に
関
す
る

テ
ー
マ
を
中
心
に
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
直
結
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を

開
催
し
ま
す
。
＋
Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
と

し
て
、
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｓ
に
お
け
る
見

ど
こ
ろ
を
解
説
す
る
見
学
ツ
ア

ー
を
約
４
０
０
０
人
規
模
で
実

施
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
英

語
、
中
国
語
、
韓
国
語
に
よ
る

見
学
ツ
ア
ー
も
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　
さ
ら
に
、
プ
リ
プ
レ
ス
・
プ

リ
メ
デ
ィ
ア
、
印
刷
機
械
、
ポ

ス
ト
プ
レ
ス
、
紙
工
機
械
、
印

刷
関
連
資
材
、
周
辺
機
器
な
ど

に
関
す
る
新
製
品
、
最
新
技

術
、
サ
ー
ビ
ス
を
一
堂
に
展
示

し
ま
す
。

　
こ
れ
に
加
え
、
＋
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

と
し
て
、
フ
レ
キ
ソ
印
刷
、
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｉ
Ｔ
・
シ

ス
テ
ム
、
先
進
技
術
、
環
境
印

刷
な
ど
の
多
彩
な
テ
ー
マ
ゾ
ー

ン
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
＋

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ
と

し
て
、
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
や
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
よ
る
情

報
発
信
を
行
う
特
別
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
ま
す
。

　
私
ど
も
主
催
者
一
同
は
、
Ｊ

Ｇ
Ａ
Ｓ
２
０
１
３
が
来
場
者
お

よ
び
出
展
者
の
皆
さ
ま
方
の
ビ

ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
有
意
義
な
も

の
に
な
る
よ
う
最
大
限
の
努
力

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｓ
２
０
１
３
の
開
催
に

向
け
て
、
多
大
な
ご
支
援
お
よ

び
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

関
係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
「
プ
リ
ン
ト
＋
α
　
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
の
新
た
な
挑
戦
！
」
を
テ
ー
マ
に
あ
す

２
日
か
ら
５
日
ま
で
の
４
日
間
、
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
「
Ｊ
Ｇ
Ａ

Ｓ
２
０
１
３
」
が
開
催
さ
れ
る
。
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｓ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
　
Ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｃ
　

Ａ
ｒ
ｔ
ｓ
　
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ

は
、
最
新
の
印
刷
関
連
機
器
か
ら
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
が
一
堂
に
会
す
る
総
合
印
刷
機
材
展
。
主
催
は
印
刷
機
材
団
体
協

議
会
。
開
場
時
間
は

時
か
ら

時
ま
で

最
終
日
の
５
日
は

時
ま
で

。
入
場

料
は
事
前
登
録
者
が
１
０
０
０
円

当
日
登
録
は
２
０
０
０
円

。

最
新
の
印
刷
機
材
一
堂
に

あす開幕

有力企業の製品・技術〈順不同〉（次ページ下段に続く）
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印
刷
は
文
字
や
記
号
、

絵
、
写
真
な
ど
を
メ
デ
ィ
ア

に
複
製
す
る
技
術
。
印
刷
メ

デ
ィ
ア
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、
歴
史

的
、
文
化
的
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
印
刷
産

業
も
ほ
か
の
産
業
と
同
様
に

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
技
術
の
導
入
に
よ
っ
て

進
化
し
て
い
る
。

　
「
プ
リ
プ
レ
ス

印
刷
前

工
程

」
で
は
デ
ジ
タ
ル
画

像
処
理
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ

ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

Ｄ
Ｔ
Ｐ

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

デ
ー
タ
編
集
、
ダ
イ
レ
ク
ト

・
デ
ジ
タ
ル
・
カ
ラ
ー
・
プ

ル
ー
フ
ィ
ン
グ

Ｄ
Ｄ
Ｃ

Ｐ

を
利
用
し
た
デ
ー
タ
の

色
校
正
、
新
製
版
シ
ス
テ
ム

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ツ
ー

・
プ
レ
ー
ト

Ｃ
Ｔ
Ｐ

導

入
に
よ
る
フ
ィ
ル
ム
レ
ス
化

な
ど
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
今
や
プ
リ
プ
レ
ス
は

印
刷
と
い
う
枠
を
越
え
、
電

子
メ
デ
ィ
ア
ま
で
も
カ
バ
ー

す
る
「
プ
リ
メ
デ
ィ
ア
」
へ

と
変
化
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｓ
は
プ
リ
プ
レ
ス

・
プ
リ
メ
デ
ィ
ア
、
印
刷
機

械
、
印
刷
後
工
程

ポ
ス
ト

プ
レ
ス

、
紙
工
機
械
、
印

刷
関
連
資
材
・
周
辺
機
器
な

ど
に
関
す
る
新
製
品
や
技

術
、
サ
ー
ビ
ス
、
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
が
出
展
対
象
。
今
回

は
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
に
関

す
る
テ
ー
マ
を
中
心
と
し

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
直
結
す
る

講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を

行
う
「
＋
Ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ

ｎ
」
、
見
ど
こ
ろ
を
解
説
す

る
見
学
ツ
ア
ー
「
＋
Ｔ
ｏ
ｕ

ｒ
」
、
フ
レ
キ
ソ
印
刷
や
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
多

彩
な
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
で
構
成

さ
れ
る
「
＋
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
」
、

ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
や
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
よ
る
情
報

発
信
を
行
う
特
別
ス
ペ
ー
ス

「
＋
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ

ｉ
ｏ
」
を
展
開
す
る
。

　
「
＋
Ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
」

は
東
６
ホ
ー
ル
に
設
置
さ
れ

た
メ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
ー

ス
が
会
場
。
２
日

時
半
か

ら
「
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
時

代
に
お
け
る
印
刷
会
社
の
と

る
べ
き
戦
略
と
は
―
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
例
に
ヒ
ン
ト

を
学
ぶ
―
」
と
題
し
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開

催
。
聴
講
料
は
無
料
。
モ
デ

レ
ー
タ
ー
に
電
通
の
電
通
総

研
メ
デ
ィ
ア
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
研
究
部
の
北
原
利
行
研
究

主
幹
、
バ
リ
ュ
ー
マ
シ
ー
ン

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
宮

本
泰
夫
副
社
長
、
パ
ネ
リ
ス

ト
に
静
岡
新
聞
社
の
増
田
晴

樹
取
締
役
印
刷
局
局
長
、
小

学
館
の
宮
下
雅
之
取
締
役
制

作
局
担
当
ら
を
迎
え
、
デ
ジ

タ
ル
印
刷
技
術
や
周
辺
技
術

導
入
に
踏
み
切
っ
た
背
景
、

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
お
け
る
戦

略
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
行

う
。
こ
の
ほ
か
、
フ
レ
キ
ソ

印
刷
、
予
防
保
全
な
ど
を
テ

ー
マ
に
し
た
「
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｔ

＋
α
セ
ミ
ナ
ー
」
も
行
う
。

聴
講
料
は
無
料
。

　
５
日

時

分
か
ら
の
日

本
印
刷
産
業
連
合
会

日
印

産
連

に
よ
る
「
日
印
産
連

セ
ミ
ナ
ー
―
環
境
対
策
と
Ｇ

Ｐ
認
定
制
度
セ
ミ
ナ
ー
」
は

業
界
が
最
重
要
課
題
と
し
て

取
り
組
む
環
境
が
テ
ー
マ

だ
。
日
印
産
連
は
印
刷
産
業

界
の
環
境
自
主
基
準
「
印
刷

サ
ー
ビ
ス
グ
リ
ー
ン
基
準
」

を
制
定
。
同
基
準
を
達
成
し

た
工
場
・
事
業
所
を
認
定

し
、
環
境
経
営
に
積
極
的
な

印
刷
関
連
企
業
と
し
て
推
奨

し
て
い
る
。
適
合
し
た
印
刷

製
品
は
Ｇ
Ｐ
マ
ー
ク
を
表
示

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回

の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
Ｇ
Ｐ
認
定

制
度
の
ほ
か
、
環
境
保
護
印

刷
推
進
協
議
会

ク
リ
オ
ネ

マ
ー
ク

、
日
本
Ｗ
Ｐ
Ａ

日
本
水
な
し
印
刷
協
会

の
活
動
内
容
、
仕
組
み
、
環

境
ラ
ベ
ル
取
得
方
法
な
ど
の

説
明
が
行
わ
れ
る
。
会
場
は

セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
ー
ス
Ｂ
１
。

　
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｓ
主
催
団
体
の
ひ

と
つ
、
日
本
印
刷
産
業
機
械

工
業
会
は
印
刷
会
社
と
印
刷

発
注
者
の
品
質
基
準
、
共
通

の
指
標
と
な
る
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
　
Ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ
認
証
制

度
」
を
実
施
し
て
い
る
。
同

制
度
は
印
刷
技
術
の
標
準
化

を
推
進
し
、
品
質
の
安
定
と

生
産
性
向
上
を
目
指
す
ツ
ー

ル
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
。

５
日

時
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
ス

ペ
ー
ス
Ａ
２
で
日
本
印
刷
産

業
機
械
工
業
会
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

　
Ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ
認
証
事
務
局

の
友
永
義
行
氏
が
「
Ｊ
ａ
ｐ

ａ
ｎ
　
Ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ
認
証
セ

ミ
ナ
ー
―
認
証
取
得
の
メ
リ

ッ
ト
と
取
得
方
法
」
と
題
し

た
講
演
を
行
う
。
同
制
度
は

「
＋
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
」
で
も
ゾ
ー

ン
展
示
で
紹
介
さ
れ
る
。

「
＋
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
」
で
は
こ
の

ほ
か
、
「
フ
レ
キ
ソ
印
刷
」

「
環
境
印
刷
」
「
労
働
衛

生
」
「
先
進
技
術
」
な
ど
の

テ
ー
マ
で
ゾ
ー
ン
が
展
開
さ

れ
る
。
「
先
進
技
術
」
ゾ
ー

ン
で
は
産
業
総
合
研
究
所
を

は
じ
め
大
学
の
最
新
研
究
成

果
の
展
示
が
行
わ
れ
る
。

　
情
報
価
値
創
造
産
業
と
し

て
、
印
刷
が
社
会
を
支
え
る

役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｓ
は
印
刷
機
材

と
関
連
機
器
・
サ
ー
ビ
ス
に

と
ど
ま
ら
ず
、
プ
リ
ン
ト
メ

デ
ィ
ア
の
優
位
性
や
価
値
を

さ
ら
に
高
め
る
た
め
の
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
加
工
関
連
技
術

や
シ
ス
テ
ム
、
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る
展

示
会
だ
。
そ
こ
で
は
印
刷
産

業
の
未
来
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｓ
の
詳
細
は

へ
。


